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この資料には、弊社の業績予測並びに将来の見通し
に関する記述がございます。
これらの記述は、現在入手可能な情報及び将来に影
響を与える不確実な要因に係る仮定に基づいており、
実際の業績などは様々な要因により大きく記載と異
なる結果になる可能性があります。
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2022年3月期 第２四半期の通期計画に対する進捗
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主な指標（連結）
2022/3期

通期計画 Q１実績 進捗率 Q２実績 進捗率

受注高 1,321 287 21.7% 590 44.7%

完成工事高 1,390 291 21.0% 592 42.6%

完成工事
粗利益

136 23 17.0% 56 41.0%

完成工事
粗利益率

9.8% 7.9% ― 9.4％ ―

販管費 86 22 25.3％ 42 49.2％

営業利益 53 2 3.9％ 15 28.3%

親会社株主に帰属する

四半期純利益 42 1 3.2％ 10 22.9%

配当
（配当性向）

260円
（50.2％）

― ― ― ―

（単位：億円）



受注の現況 （個別）
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（単位：百万円）

実績 構成比 実績 構成比 前期比

建築 官 庁 9,724 21.2% 11,492 22.7% 1,767

民 間 36,106 78.8% 39,043 77.3% 2,936

45,831 100.0% 50,535 100.0% 4,704

土木 官 庁 4,733 47.1% 6,524 83.4% 1,791

民 間 5,325 52.9% 1,295 16.6% △4,029

10,058 100.0% 7,820 100.0% △2,238

建土 官 庁 14,457 25.9% 18,016 30.9% 3,559

民 間 41,432 74.1% 40,339 69.1% △1,093

55,890 100.0% 58,356 100.0% 2,465

参考

個別通期計画

1,300億円

2021年９月末時点の案件金額

要　受注額 案件金額

717億円 2,800億円

2021/3期　Ｑ２ 2022/3期　Ｑ２



リニューアルの現況
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（単位：億円）国内 建築リニューアル

2022/3期計画 Q2実績 進捗率 2023/3期計画 2024/3期計画

受注高 200 98 49.0％ 250 300

完成工事高 200 78 38.8％ 250 300

営業利益 12.0 4.8 40.8％ 14.5 17.4

目標
2024年3月期に国内のリニューアル事業の営業利益を
連結営業利益の25％に

ASEAN リニューアル

2022/3期計画 Q2実績 進捗率 2023/3期計画 2024/3期計画

受注高 14 7 50.0％ 65 66

完成工事高 18 8 46.8％ 63 66

営業利益 0.5 0 16.0％ 5.6 6.3

目標
2024年3月期にASEANのリニューアル事業の営業利益を
連結営業利益の10％に



中期３ヵ年計画の主な施策
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外部環境変化
への挑戦

★
長期的に縮小する国内建設投資とインフラ・建築構造物の老朽化により
堅調に推移する国内維持・修繕事業投資

1. ASEAN地域におけるリニューアル事業への取り組み強化継続等
2. 『ReQuality』リニューアルブランド戦略の推進等

★ 建設分野における生産労働人口の減少

1. 独自技術である「Ai-MAP SYSTEM」の高度化等
2. 協力会社との協働推進

★ 非財務経営活動(ＥＳＧ・ＳＤＧｓなど)による企業評価向上の機運

1. 「Ｅ」：エコフレンドリーASANUMA21の推進等
2. 「Ｓ」：『ReQuality』の一環でＷＥＬＬ認証の取得等
3. 「Ｇ」：政策保有株式の削減

資金投入計画

◆ 技術開発・ICT関連投資 : ３０ 億円
（耐震・免震技術、Ai-MAP SYSTEM高度化、環境関連技術等）

◆ 新領域関連投資 : ５０ 億円
（ASEAN地域リニューアル事業拡充、コンセッション事業推進等）

― 基本方針 ― 淺沼組らしさ(独自性)を深耕させ「変 化 に 挑 戦」



9月から名古屋支店をショールーム化

リニューアル工事の特徴（脱炭素と資源の循環）

・新築として建て直す場合と比べ、CO2排出量を85％削減

・改修前に比べ、エネルギー消費量を52％削減、ZEBready認証を取得予定

・健康・快適性を基準に建物を評価するWELL認証を取得予定（予備認証取得済み）
築30年のビル全体をリニューアルし、正式認証を受けるのは日本初
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『ReQuality』リニューアルブランド戦略の推進



独自技術である「Ai-MAP SYSTEM」の高度化
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DX推進へ

・熟練技術者の動作・行動・音声をデータ化し分析
・遠隔地からの現場管理
・発注者や監督官庁などとの情報共有

事業化への取り組み

現在事業化へ向けた地方の建設会社からのニーズ調査と事業計画策定に着手



協力会社との協働推進
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取り組み 内 容

作業所生産性向上策表彰
及び発表会開催

・各作業所における協力会社との協働による生産性向上策を募集、表彰、発表会開催
（コスト削減、工期短縮など）

外国人受入支援窓口・
外国人相談窓口の設置

・2019年に「特定技能」を持った外国人労働者の受け入れを希望する協力会社への
受け入れ支援の相談窓口を設置

・2021年より新たに「特定技能」を持った外国人労働者からの相談窓口を設置

建設キャリアアップシス
テム（CCUS）の推進

・建設業の魅力向上に向けて、建設技能者の処遇改善、キャリアパスの明確化、
施工能力の見える化を目的としたシステム

淺沼マイスターの推進
・協力会社の職長の中から淺沼マイスターとして選任
・奨励金の授与を行い賃金面からの処遇を改善



エコフレンドリーASANUMA21の推進
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長期ＣＯ２削減目標
「施工高１億円当たりのＣＯ２排出量を1990年度比で

2030年度までに５０％、2050年度までに７０％削減」

CO2削減の推移
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▲44.6％ 16.6（t-CO2/億円）

排出目標

▲70％ 9（t-CO2/億円）

排出目標

▲50％ 15（t-CO2/億円）

排出目標

▲40％ 18（t-CO2/億円）

基本方針
「脱炭素化の推進」、「資源の循環」、「自然・社会との共生」

作業所での取り組み
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新たな取り組み 内 容

サステナビリティ推進
委員会設置

１．設置の目的
企業を取り巻く環境の変化を踏まえ、サステナブルな課題に対する活動
計画を中長期的な視点で協議し、経営会議に答申

２．委員会の構成
代表取締役社長を委員長とし、企画関連や管理の各部長で構成

３．委員会の役割
次の事項を決議または審議し、事案によって経営会議に答申
・サステナビリティ推進に関する方針・戦略・計画・施策の審議及び
答申

・機関決定されたサステナビリティ推進に関する施策等の社内通知
・サステナビリティ推進の実績評価及び報告
・その他サステナビリティ推進に関する重要事項の検討

2021年11月
TCFD提言賛同

〇TCFD提言に沿って気候変動関連情報の開示を拡充

コーポレート・ガバナンス



Topix
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2021/9/29 日刊建設通信新聞社

新建築 10月号



2021年11月12日

お問合せ先
コーポレート・コミュニケーション部

Ｔｅｌ 06-6585-5500 Ｆａｘ 06-6585-5556


